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五
月 

別
名 

皐
月
（さ
つ
き
）、
建
午
月
（建
午
月
）、
仲
夏

（ち
ゅ
う
か
）  

 

五
月
は
明
暗
二
つ
の
印
象
が
同
居
す
る
月
で
す
。
前
者
は

『
五
月
晴
れ
』と
明
る
い
が
、
後
者
は
『五
月
雨
』と
暗
い
イ
メ

ー
ジ
で
あ
る
。
皐
月
の
「さ
」は
稲
の
意
、
稲
を
植
え
る
月
と

い
う
意
味
で
こ
の
名
前
が
生
ま
れ
た
と
か
。
ま
た
「さ
」の
語

に
は
「田
の
神
」の
意
も
あ
り
、
こ
の
神
が
山
か
ら
や
っ
て
き
て

留
ま
る
木
が
桜
と
い
う
説
も
あ
る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

『五
月
の
花
』 

五
月
の
名
を
持
つ
皐
の
仲
間
、
躑
躅
（
つ
つ
じ
）
は
五
月
の
花
、
ほ
か

に
栴
檀
（せ
ん
だ
ん
）が
あ
る
。
こ
の
木
は
楝
（お
う
ち
）と
も
よ
ば

れ
、
江
戸
時
代
に
処
刑
さ
れ
た
人
の
首
を
さ
ら
す
木
に
使
わ
れ
た

た
め
、
庭
木
と
し
て
は
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
元
は

罪
人
の
悪
霊
を
栴
檀
の
神
聖
な
力
で
封
じ
て
そ
の
祟
り
を
免
れ
よ

う
と
し
た
の
が
は
じ
め
か
も
し
れ
な
い
が
、
栴
檀
に
と
っ
て
は
迷
惑

な
話
だ
っ
た
し
、
処
刑
す
る
側
に
も
菅
原
道
真
と
天
神
様
に
み
る

よ
う
な
後
ろ
め
た
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

『五
月
の
言
葉
』 

 

こ
の
世
に
お
け
る
私
の
生
涯
は
ど
う
で
も
よ
い
。
憎
ま
れ
る 

の
も
よ
い
、
誤
解
さ
れ
る
の
も
よ
い
、
貧
し
い
の
も
よ
い
、
裸

で
あ
る
の
も
よ
い
。
私
の
永
久
の
運
命
は
こ
の
世
に
お
け
る

私
の
境
遇
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
の
運

命
を
定
め
る
者
は
、
私
の
た
め
に
自
己
（お
の
れ
）を
棄
て

ら
れ
た
私
の
救
い
主
イ
エ
ス
・キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
彼
は
私
の

た
め
に
場
所
を
備
え
る
た
め
に
父
の
も
と
に
行
か
れ
た
。

彼
は
ま
た
来
て
、
あ
な
た
が
た
を
私
の
も
と
に
迎
え
る
と

約
束
な
さ
っ
た
。
私
は
こ
の
世
に
あ
っ
て
は
遠
人
（た
び
び
と
）

で
あ
る
。
暫
時
の
滞
留
者
で
あ
る
。
私
は
一
時
、
天
幕
を
こ

の
地
に
張
る
物
で
あ
る
。
永
久
の
住
処
を
築
く
も
の
で
は

な
い
。
神
が
私
を
お
呼
び
に
な
る
と
き
に
は
直
ち
に
天
幕

の
綱
を
断
ち
、
こ
れ
を
畳
ん
で
彼
の
国
へと
急
ぐ
も
の
で
あ

る
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（内
村
鑑
三
『一
日
一
生
』五
月
三
日
） 

  



『五
月
の
暦
』 

 
 

  
一 

日 
 

平
成
か
ら
令
和
に
改
元 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

剣
璽
等
承
継
の
儀
。
メ
ー
デ
ー 

 
 

 
 

二 
日 

 

八
十
八
夜 

 
 

 
 
 

三 

日 
 

憲
法
記
念
日 

    
 

四 

日  

み
ど
り
の
日 

 
 

 
 

五 

日 
 

こ
ど
も
の
日
、
端
午
、
薬
の
日 

 

     

六 

日   

振
替
休
日
、
立
夏 

 
 
  

 

八 

日 
  

世
界
赤
十
字
デ
ー 

 
 

 
 

九 

日   

神
田
祭
（
～
十
五
日
） 

 
 

 
 

十 

日   

愛
鳥
週
間 

 
 

 
 

十
一
日 

 

朔
太
郎
忌 

   
 
 

十
一
日 

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
２
０
日
迄
） 

 
 

 
 

十
二
日 

 

母
の
日
、
看
護
の
日 

 
 

 
 

十
四
日  

出
雲
大
社
例
祭 

 
 

 
 

十
五
日 

 

京
都
葵
祭
、
沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日 

 
 

 
 

十
七
日 

 

日
光
東
照
宮
春
季
例
大
祭
、 

奈
良
興
福
寺
薪
能 

   
  

十
八 

日 
 

伊
豆
下
田
黒
船
祭 

 
 

 
 

二
十
一
日 

小
満
（
陽
気
高
潮
し
て
万
物
ほ
ぼ
満 

足
す
る
意
）
、
親
鸞
聖
人
誕
生
会 

 
 

二
十
七
日 

  

日
本
海
海
戦
（
一
九
〇
五
）  

 
 

二
十
九
日 

  

晶
子
忌
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
日 

三
十
一
日 

 

金
沢
加
賀
百
万
石
ま
つ
り
、 

世
界
禁
煙
デ
ー 

 

参
考 

鈴
木
充
広
著
「暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日
『今
日
は
何
の
日
か
？
』（講
談
社
） 

 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
当
番
医
は 

五
月
十
二
日
（日
） 

 
 

 

私
用
で
八
月
十
六
日
～
八
月
三
十
日
休
診
い
た
し
ま
す
。 

２
―
４
日
間
、
午
前
中
だ
け
代
診
に
な
り
ま
す
。 

詳
細
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。  

 

三
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り
ま

す
が
、
救
急
で
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、
全
員
の
予

約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。
ど
う
し
て
も
時
間
に
制

約
が
お
あ
り
の
方
に 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
日
ま
で
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
、
群
馬
県
保
険
医
協
会 

二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七
―
二
三
四
―
四
九
七
〇 

h
ttp://

w
w
w
.raijin.com

/
ken

ko/
 

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月 おたふくかぜワクチン 

火 認知症と歯周病 

水 つわりで食べられない時は 

木 成長曲線 

金 歯垢・歯石と歯周病 

土 老人性角化症 

http://www.raijin.com/kenko/
http://www.raijin.com/kenko/


        

鯉
の
ぼ
り 

 
 

 
 

 
 

作
詞
・作
曲 

不
詳 

    
一 
甍
（い
ら
か
）の
波
と 

雲
の
波 

 
 

 
重
な
る
波
の 

中
空
を 

 
 

 
 

橘
か
お
る 

朝
風
に 

 
 

 
 

 

高
く
泳
ぐ
や 

鯉
の
ぼ
り 

二 

開
け
る
広
き 
そ
の
口
に 

 
 

 

船
を
も
呑
ま
ん 

様
見
え
て 

 
 

 
 

ゆ
た
か
に
ふ
る
う 

尾
ひ
れ
に
は 

 
 

 
 

 

物
に
動
ぜ
ぬ 

姿
あ
り 

三 

百
瀬
（も
も
せ
）の
滝
を 

登
り
な
ば 

 
 

 

た
ち
ま
ち
竜
に 

な
り
ぬ
べ
き 

 
 

 
 

わ
が
身
に
似
よ
や 

男
子
（お
の
こ
ご
）と 

      
 

空
に
躍
る
や 

鯉
の
ぼ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
大
正
二
年
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
以
前
の
東
京
は
ど
の
家

で
も
甍
（瓦
屋
根
）が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
の
東
京

を
表
現
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
歌
は
作
詞
・作
曲

と
も
不
詳
と
さ
れ
て
い
た
が
、
「
浜
千
鳥
」
「
靴
が
鳴
る
」

の
弘
田
龍
太
郎
が
作
曲
し
た
作
品
だ
と
い
う
こ
と
が

い
ま
で
は
定
説
に
な
っ
て
い
る
。 

三
番
は
中
国
の
「登
竜
伝
説
」を
歌
っ
た
も
の
で
、
黄
河

流
域
に
「竜
門
」と
い
う
滝
が
あ
り
こ
れ
を
登
り
切
っ

た
魚
は
竜
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
科
挙
の
試
験
場

の
正
門
は
「竜
門
」と
名
付
け
ら
れ
「登
竜
門
」は
こ
こ

か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。 

学
習
研
究
社
『
私
の
心
の
歌 

春
』
参
考 

 

 

 
 
 
 

け
ん
こ
う 

（一
一
四
） 

健
康
診
断
を
受
け
る
コ
ツ 

 
 

は
じ
め
に 

定
期
健
康
診
断
は
自
覚
症
状
を
感
じ
る
前
に
病

気
の
前
兆
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
査
で
す
。
健
診

結
果
の
見
方
と
、
健
診
で
は
見
つ
か
ら
な
い
疾
患

に
対
す
る
検
査
な
ど
に
つ
い
て
健
診
を
受
け
る
時

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。    

一 

総
合
判
定 

 
 

ま
ず
、
総
合
判
定
結
果
で
『要
精
密
検
査
』『要
治

療
』と
判
定
さ
れ
た
場
合
は
、
自
覚
症
状
が
な
く

て
も
、
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

二 

結
果
の
見
方 

１
． 

前
回
の
検
査
と
比
較 

 
 

 
 

正
常
範
囲
に
あ
っ
て
も
、
前
回
よ
り
進
行
し
て 

 
 

 
 

い
た
ら
注
意
が
必
要
で
す
。 

 
 

 
 

例
①
Ｈ
ｂ
Ａ
１
Ｃ
（糖
尿
病
検
査
）
５
．
９
→
６
．
２ 

 
 

 
 

今
の
生
活
を
続
け
る
と
糖
尿
病
に
な
る
の
で
、  

 
 

 
 

炭
水
化
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら
す
。 

 
 

 
 

例
②
Ｈ
ｂ
（貧
血
の
検
査
） 

 
 

 
 

徐
々
に
下
降
傾
向
が
あ
る
な
ら
受
診
す
る
よ
う
に
。  

 

２
．
家
族
の
結
果
も
チ
ェ
ッ
ク 

 
 

 
 

例:

Ｌ
Ｄ
Ｌ
（悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）が
１
８
０
以 

 

上
な
ら
、
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
と
い

う
遺
伝
性
疾
患
も
考
え
ら
れ
若
年
か
ら
薬
の

使
用
が
必
要
な
こ
と
が
あ
る
。 

ま
た
、
家
族
同
士
が
同
じ
生
活
習
慣
の
た
め
同

じ
病
気
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
家

族
ぐ
る
み
の
健
康
管
理
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

３
．
食
べ
過
ぎ
・飲
み
す
ぎ
の
人
は
特
に
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要 

 
 

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
の
人
は
、
肝
機
能
検
査
Ｇ
Ｏ
Ｔ
， 

 
 

Ｇ
Ｐ
Ｔ
，γ

-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
正
常
で
も
、
エ
コ
ー
検
査
を
受
け
て 

 
 

脂
肪
肝
の
有
無
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 
 

脂
肪
肝
は
体
重
増
加
、
酒
量
の
多
い
人
に
お
き
、
肝
硬 

 
 

変
・肝
が
ん
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。 

４
．
検
診
時
の
体
調
が
検
査
結
果
へ
の
影
響 



 
 

①
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
・
・
空
腹
で
は
微
増
す
る
こ

と
あ
り 

②
中
性
脂
肪
、
血
糖
・
・
朝
食
摂
取
・
脱
水
に

影
響
さ
れ
る 

③
尿
素
窒
素
、
赤
血
球
、
血
色
素
、
ヘ
マ
ト
ク
リ

ッ
ト
・
・
脱
水
で
上
昇 

④
尿
た
ん
ぱ
く
・
・
・
前
日
、
当
日
の
運
動
で

一
時
的
に
陽
性 

 
 

 
 

し
た
が
っ
て
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
て
少
し
で
も

正
確
な
数
値
を
知
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

○
前
日
、
当
日
は
運
動
を
避
け
る 

 
 

 
 

○
朝
食
は
と
ら
な
い 

 
 

 
 

○
前
日
の
夜
食
は
検
査
時
間
の
１
０
時
間
前 

ま
で
と
す
る
。 

三 

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
著
変
な
し
と
言
わ
れ
た
と
き 

１ 

胸
痛
、
圧
迫
感
が
あ
れ
ば
、
循
環
器
内
科
へ 

２ 

１
ｃ
ｍ
以
下
の
肺
が
ん
、
そ
れ
以
上
で
も
、
心

臓
や
骨
と
重
な
れ
ば
判
定
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
。 

３ 

費
用
、
被
曝
の
問
題
は
あ
る
が
・・・ 

 
 

 

・ 

喫
煙
者
で
５
５
歳
以
上
な
ら
、
Ｃ
Ｔ
検
査
を

年
１
回 

・
非
喫
煙
者
な
ど
肺
が
ん
リ
ス
ク
の
低
い
人
は
頻
繁

に
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

＊
被
ば
く
量 

 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
：胸
部
Ｃ
Ｔ
＝
１
：１
０
～
５
０
０ 

（検
査
の
判
断
は
医
師
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

四 

血
液
検
査
で
わ
か
る
疾
患 

１ 

貧
血 

２ 

肝
機
能 

３ 

腎
機
能 

４ 

脂
質
異
常 

５ 

高
尿
酸
血
症
６ 

糖
尿
病 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
辺
の
菜
の
花
と
諸
葛
菜   

７ 

白
血
球
数 

 

喫
煙
者
で
高
値
、 

炎
症
、
感 

染
で
上
昇
。
血
球
に
慢
性
の
炎
症
が
あ
る
と
、
心

筋
梗
塞
に
つ
な
が
る
。
ま
れ
に
慢
性
骨
髄
性
白
血

病
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。 

８ 

感
染 

９ 

心
不
全 

 
 

 
 

 
 

  
 

五 

採
血
時
の
工
夫 

 
 

 
 

 

１ 

気
分
が
悪
く
な
る 

 
(

血
管
迷
走
反
射) 

 
 

 
 

 
 

 

脱
水
補
正 

 

水
分
補
給 

 
 

 
 

 
 

 

ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
採
血 

 
 

 
 

 

２ 

肥
満
な
ど
で
う
ま
く
採
血
で
き
な
い 

 
 

 
 

 
 

 

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
で
温
め
る
な
ど 

 
 

 
 

 

３ 

大
量
に
採
血
さ
れ
て
い
る
と
誤
解 

 
 

 
 

 
 

 

多
く
て
も
２
０
ｍ
Ｌ
， 

大
匙
１
杯
で 

１
５
ｍ
Ｌ 

 
 

 
 

 
 

 

献
血
で
は
、
２
０
０-

４
０
０
ｍ
Ｌ
を
説
明
。 

 
 

六 

検
診
に
は
な
い
検
査 

１ 

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
検
査 

 
 

中
高
年
女
性
で
、
食
欲
増
加
、
体
重
減 

 

 
 

少
、
脈
拍
上
昇
が
あ
る
人
は 

 
 

甲
状
腺
機
能
亢
進
症
（
バ
セ
ド
ウ
病
） 

 
 

が
疑
わ
れ
ま
す
。 

 
 

食
欲
下
降
、
体
重
増
加
、
脈
拍
低
下 

 

 
 

が
あ
る
人
は 



 
 

 
 

 
 

甲
状
腺
機
能
低
下
症
（橋
本
病
、
慢 

 

 
 

性
甲
状
腺
炎
） 

 
 

が
疑
わ
れ
ま
す
。
内
科
で
甲
状
腺
の
検 

 

 
 

査
が
必
要
で
す
。 

２ 

フ
ェ
リ
チ
ン 

 
 

 
 

 
 

潜
在
性
鉄
欠
乏
症
（血
色
素
ヘモ
グ
ロ
ビ 

ン
が
１
２
ｇ/

ｄ
Ｌ
以
上
で
貧
血
様
症
状
が

あ
る
）
は
『
隠
れ
貧
血
』
と
言
わ
れ
、 

日
本
女
性
の
２
０
％
、
閉
経
前
女
性
の
４
０

％
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
フ
ェ
リ
チ
ン

と
い
う
検
査
で
発
見
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新 

緑 
 

 
 

 

 

 
 

 

七 

ま
と
め 

 
 

 
 

通
常
行
わ
れ
て
い
る
健
診
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

① 

健
診
は
自
覚
症
状
の
な
い
人
に
行
っ
て
病
気
の

前
兆
を
見
つ
け
る
た
め
の
検
査
で
あ
り
、
健
診
で

異
常
な
し
と
言
わ
れ
て
も
症
状
が
あ
る
場
合
は

必
ず
医
療
機
関
を
受
診
す
る
べ
き
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

② 

結
果
は
基
準
値
内
に
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
比
較
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

 
 

 
 

③ 

家
族
性
に
起
き
る
疾
患
も
あ
る
の
で
、
異
常
を

指
摘
さ
れ
た
場
合
に
は
家
族
の
健
康
も
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
（例 

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
血
症
、
高
血
圧
、
肥
満
な
ど
） 

 
 

 
 

④ 

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
の
人
は
脂
肪
肝
の
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

⑤ 
検
診
時
の
体
調
が
検
査
結
果
に
影
響
す
る
た
め 

（イ
）前
日
・当
日
の
運
動
を
休
む
こ
と
、 

（ロ
）朝
食
は
取
ら
な
い
こ
と 

 

（ハ
）採
血
１
０
時
間
以
内
の
飲
食
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

 
 

 
 

⑥ 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
が
な
く
て
も
症
状
が

あ
れ
ば
Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
い
て
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

⑦ 

迷
走
神
経
反
射
で
気
分
が
悪
く
な
る
人
、
肥
満

で
血
管
が
見
つ
け
に
く
い
場
合
への
対
応
方
法
。

横
に
な
っ
て
採
血
す
る
、
温
め
て
血
管
を
見
つ
け

や
す
く
す
る
、
採
血
量
は
少
な
い
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
知
ら
せ
る
な
ど
。 

 
 

 
 

⑧ 

一
般
に
は
甲
状
腺
の
検
査
は
含
ま
れ
て
い
な
い

の
で
原
因
不
明
の
体
重
減
少
・増
加
の
時
に
は
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
。 

 
 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康20

19
.4

の
一
部
を
参
考
、
引
用
致
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 



院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（ 

百
六
十
一
） 

 
 

 
改
元
に
思
う 

 

◇
新
天
皇
は
私
が
小
学
校
５
年
（昭
和
３
５
年 

１
９
６
０
年
）２
月
２
３
日
の
時
の
お
誕
生
で
あ 

る
。   

私
は
近
所
の
５
歳
年
下
の
男
の
子
を
自
転
車
の 

後
ろ
座
席
に
乗
せ
て
、
村
中
を
乗
り
回
し
前
と 

後
ろ
で
、
『浩
宮
徳
仁
（な
る
ひ
と
）親
王
』と
繰 

り
返
し
て
暗
唱
し
て
い
た
こ
と
を
想
い
出
す
。
あ 

れ
か
ら
５
９
年
、
乗
せ
て
い
た
少
年
は
す
で
に
十 

年
前
に
病
に
倒
れ
、
父
母
に
先
立
っ
て
し
ま
っ
た
。 

医
院
だ
よ
り
２
０
１
９
年
２
月
（１
８
７
）号
で
紹 

介
し
た
漢
学
者
諸
橋
轍
次
博
士
が
新
天
皇
の 

誕
生
の
と
き
、
御
名
号
（ご
み
ょ
う
ご
う
）＝ 

徳
仁
（な
る
ひ
と
）親
王
、
御
称
号
（ご
し
ょ
う 

ご
う
）
＝
幼
少
時
名
＝
浩
宮
（ひ
ろ
の
み
や
）」 

の
勘
申
（か
ん
じ
ん
）を
し
て
い
ま
す
。 

◆
昭
和
天
皇
の
ご
崩
御
は
、
昭
和
６
４
年
１
月
７

日
で
私
は
病
院
で
当
直
し
て
い
た
。
朝
、
ラ
ジ

オ
で
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
予
想
さ
れ
て
い
た

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
厳
粛
な
重
苦
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま
す
。  

私
の
父
母
の
年
代
は
明
治
・
大
正
・昭
和
を
生

き
抜
い
て
き
た
が
、
と
り
わ
け
昭
和
天
皇
への

追
慕
の
念
が
深
か
っ
た
。
そ
の
母
は
半
年
前
に

亡
く
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 

父
に
頼
ま
れ
、
新
聞
社
が
出
し
て
い
る
特
集
号
を 

 

帰
省
の
時
に
持
っ
て
い
っ
た
。 

 

◇
記
事
に
目
を
通
し
て
い
た
私
は
、
昭
和
天
皇
が
皇

太
子
の
時
に
后
選
び
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
の

を
み
て
、
自
ら
が
こ
の
女
性
が
良
い
、
と
い
わ
れ
て

決
定
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、

父
に
聞
い
て
み
た
。 

◆
「う
ん
」と
父
が
う
な
ず
い
て 

 

「婆
さ
ん
（母
の
こ
と
）が
、
『（朕
ち
ん
）は
良
子
（な

が
こ
）、
朕
は
良
子
が
良
い
』
と
言
っ
た
こ
と
を
よ
く

話
し
て
い
た
な
あ
」と
感
慨
深
げ
で
あ
っ
た
。 

◇
「お
父
さ
ん
の
年
代
に
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ 

ま
で
の
天
皇
陛
下
と
新
天
皇
に
対
す
る
気
持
ち

は
、
違
う
ん
だ
ろ
う
ね
？
」と
尋
ね
る
と
、 

「あ
あ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
だ
な
、
大
変
な
時
代
を

一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
と
い
う
感
じ
が
あ
っ
た
か

ら
な
あ
」と
答
え
た
。 

新
天
皇
に
な
ら
れ
た
明
仁
親
王
は
、
父
の
長
男

と
同
じ
年
齢
だ
っ
た
か
ら
、
ま
だ
頼
り
な
く
思
っ

た
の
は
や
む
を
得
な
い
。 

 

◆
今
回
生
前
退
位
と
い
う
形
で
上
皇
に
な
ら
れ
た

平
成
の
天
皇
は
皇
后
と
と
も
に
、
大
戦
で
海
外
で

亡
く
な
っ
た
多
く
の
兵
士
の
慰
霊
に
ま
わ
り
、
国

内
で
も
被
災
地
を
巡
っ
て
被
災
し
た
人
た
ち
を

慰
労
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
天
皇
制
不

要
を
唱
え
か
ね
な
い
人
が
、
天
皇
に
近
く
接
し
た

後
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
『オ
ー
ラ
』を
感
じ
た
と
話

し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
不
思
議
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
国
民
に
多
く
信
頼
さ
れ
慕
わ
れ
る

天
皇
と
し
て
過
ご
し
て
こ
ら
れ
、
今
回
の
御
譲
位

と
な
っ
た
こ
と
を
私
は
亡
き
父
に
報
告
し
た
。 

 

◇
３
０
年
前
の
新
聞
の
切
り
抜
き
が
、
日
記
に
挟
ま

れ
て
い
た
の
で
読
ん
で
み
た
。
文
芸
評
論
家
江
藤

淳
（み
ず
か
ら
は
こ
の
１
０
年
後
自
殺
し
て
い
ま
す
）は

そ
の
中
で
、
『昭
和
は
戦
後
の
繁
栄
も
あ
っ
た
と
は
い
え

一
貫
し
て
悲
し
い
時
代
で
あ
っ
た
と
昭
和
天
皇
は
感
じ

て
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
』と
言
っ
て
い
る
。
公
式
に
は

表
せ
な
い
ご
自
分
の
気
持
ち
を
せ
め
て
託
し
た
の
が
御

製
の
和
歌
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
国

の
困
難
に
対
し
て
天
皇
は
目
を
そ
ら
さ
ず
、
『世
界
の

平
和
』『国
民
の
安
寧
』を
め
ざ
し
て
、
次
の
時
代
、
平

成
以
降
に
つ
な
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
と
、
そ
の
お
気
持
ち
が
覗
わ
れ
る
和
歌
を
数

首
挙
げ
て
い
た
。 

 

◆
平
成
の
天
皇
が
そ
の
思
い
を
受
け
、
さ
ら
に
進
め
ら
れ

た
よ
う
に
、
令
和
の
時
代
も
そ
の
よ
う
に
あ
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
す
。 

 

◇
御
製 

 
 

 

山
や
ま
の
色
は
あ
ら
た
に
み
ゆ
れ
ど
も 

 
 

 
 

 
 

 

我
ま
つ
り
ご
と
い
か
に
か
あ
る
ら
む 

 
 

 

ふ
り
つ
も
る
み
雪
に
た
へて
い
ろ
か
へぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
ぞ
を
を
し
き
人
も
か
く
あ
れ 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

改
元
の
と
き
に
巡
り
会
わ
す
こ
と
は
ま
れ
な
の
で
、
こ 

の
機
会
に
元
号
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
ま
す
。 

一
、
改
元
法
（
１
９
７
９
年
昭
和
５
４
年
） 

元
号
法 

第
１
項: 

元
号
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

第
２
項: 

元
号
は
、
皇
位
の
継
承
が
あ
つ
た
場
合
に
限
り
改
め

る
（一
世
一
元
の
制
）。 

 

元
号
の
選
定
条
件
は
、 

(

１)

国
民
の
理
想
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
な
、
よ
い
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

(

２)

漢
字
２
文
字
で
あ
る
こ
と
。 

(

３)

書
き
や
す
い
こ
と
。 

(

４)

読
み
や
す
い
こ
と
。 

(

５)

こ
れ
ま
で
に
元
号
ま
た
は
お
く
り
名
（諡
号
）と
し
て
用
い
ら

れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
。 

(

６)

俗
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
い
こ
と 

 

二
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
そ
し
て
令
和
の
名
の
由
来

と
意
味
す
る
も
の 

 
 

１ 
 

明
治 

『易
経
』の
「聖
人
南
面
而
聴
天
下
、
嚮
明
而
治
」よ
り
。 

「聖
人
南
面
し
て
天
下
を
聴
き
、
明
に
嚮
（む
か
）ひ
て
治
む
」

と
い
う
こ
の
言
葉
は
、
過
去
の
改
元
の
際
に
江
戸
時
代
だ
け

で
８
回
、
計
１
０
回
候
補
と
し
て
勘
案
さ
れ
て
い
る
が
、
通
算

に
し
て
十
一
度
目
に
し
て
採
用
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

２ 
 

大
正 

『易
経
』彖
伝
・臨
卦
の
「大
亨
以
正
、
天
之
道
也
」（大
い
に

亨
（と
ほ
）り
て
以
て
正
し
き
は
、
天
の
道
な
り
）か
ら
。
「大

正
」は
過
去
に
４
回
候
補
に
上
が
っ
た
が
、
５
回
目
で
採
用
さ

れ
た
。 

 
 

 
 

３ 
 

昭
和 

 
 

 
 

 
 

四
書
五
経
の
一
つ
書
経
尭
典
の
「百
姓
昭
明
、
協
和
萬
邦
」

に
よ
る
。
漢
学
者
・吉
田
増
蔵
の
考
案
。
な
お
、
江
戸
時
代
に

ま
っ
た
く
同
じ
出
典
で
、
明
和
の
元
号
が
制
定
さ
れ
て
い
る

（「百
姓
昭
明
、
協
和
萬
邦
」
）。
国
民
の
平
和
お
よ
び
世
界
各

国
の
共
存
繁
栄
を
願
う
意
味
で
あ
る
。 

 
 

 
 

４ 
 

平
成 

 
 

 
 

 
 

 

『史
記
』五
帝
本
紀
の
「
内
平
外
成
（内
平
か
に
外
成
る
）」、

『書
経
』大
禹
謨
の
「地
平
天
成
（地
平
か
に
天
成
る
）」か
ら

で
「内
外
、
天
地
と
も
平
和
が
達
成
さ
れ
る
」 

 
 

 
 

５ 
 

令
和 

 
 

 
 

 

出
典
は
、
日
本
最
古
の
歌
集
「万
葉
集
」の
梅 

 
 

 
 

 

花
（う
め
の
は
な
）の
歌
三
十
二
首
」
の
序
文
か
ら
。 

 
 

「初
春
の
令
月
（れ
い
げ
つ
）に
し
て
、
気
淑
（よ
）く
風
和

ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
（ひ
ら
）き
、
蘭
は
珮
後
（は

い
ご
）の
香
を
薫
す
」 

安
倍
晋
三
首
相
は
談
話
で
、
「令
和
」と
い
う
元
号
に
込

め
た
意
味
に
つ
い
て
、
「人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」と
述
べ
た
。 

『万
葉
集
』を
典
拠
に
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
「萬
葉
集
は

１
２
０
０
年
余
り
前
に
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
古
の
歌
集
で

あ
る
と
と
も
に
、
天
皇
や
皇
族
、
貴
族
だ
け
で
な
く
、
防

人
や
農
民
ま
で
、
幅
広
い
階
層
の
人
々
が
詠
ん
だ
歌
が
収

め
ら
れ
、
我
が
国
の
豊
か
な
国
民
文
化
と
長
い
伝
統
を

象
徴
す
る
国
書
で
あ
り
ま
す
」と
説
明
。 

悠
久
の
歴
史
と
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然
。
こ
う
し
た
日

本
の
国
柄
を
し
っ
か
り
と
次
の
時
代
に
引
き
継
い
で
い
く
」

と
語
っ
た
。 

い
ろ
ん
な
国
内
外
か
ら
の
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。 



哀
し
い
こ
と
に
、
歴
史
は
人
が
望
む
よ
う
に
は
進
ん 

で
こ
な
か
っ
た
。
戦
争
が
あ
り
、
果
て
し
な
い
民
族
間 

の
争
い
が
あ
り
、
お
互
い
に
傷
つ
け
合
い
、
殺
意
を
持 

ち
、
富
の
偏
在
が
弱
き
人
々
を
苦
し
め
つ
つ
歩
ん
で 

き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
人
は
来
る
時
代
に
期
待
を
か
け 

て
、
新
し
い
元
号
に
願
い
を
込
め
て
歩
い
て
き
た
の
で 

あ
ろ
う
。
隣
国
な
ど
一
部
の
も
の
の
勘
繰
り
や
思
惑 

な
ど
に
右
顧
左
眄
す
る
こ
と
な
く
世
界
の
平
和
、 

人
間
的
平
等
を
実
現
す
べ
く
一
歩
ず
つ
足
を
前
に 

踏
み
出
す
責
任
と
気
負
い
を
自
分
た
ち
一
人
一
人 

が
持
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
、
実
現
で
き
ぬ
こ

と
で
は
な
い
。  

毎
日
新
聞
が
平
和
運
動
に
取
り
組
む
大
阪
平
和
委 

員
会
青
年
学
生
部
が
憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
、 

大
阪
市
内
で
１
２-

３
４
歳
の
計
１
１
２
名
に
行
っ
た 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
じ
て
い
る
。 

『
５
月
３
日
が
何
の
日
か
？
』
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な    

 

い
人
が
６
９
人
（７
９
％
）も
お
り
、
憲
法
９
条
改
憲 

 

反
対
を
い
う
人
が
７
６
名
（
６
８
％
）だ
っ
た
と
い
う
。 

 

憲
法
記
念
日
も
知
ら
な
い
人
が
憲
法
論
議
に
加
わ

っ
て
い
る
と
い
う
陳
腐
さ
で
あ
る
。
憂
う
べ
き
は
そ
の

も
の
が
右
傾
か
左
傾
か
で
は
な
い
。
何
も
考
え
な
い
で

『
連
呼
』に
だ
け
反
応
し
て
い
る
群
れ
が
あ
ま
り
に
多

い
と
い
う
こ
と
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 

  


